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「笑い」は英語では「ユーモア」ともいう。ユーモ

アは大統領などの正式なスピーチなどでも用いられ、

コミュニケーションには不可欠な要素として幅広く用

いられている。「ユーモア」や「笑い」が極端に使わ

れるのは日本語には「漫才」、中国語には「相声」、英

語には「ユーモアストーリー」などがある。何れも同

じく人を笑わせるが、言葉の面から見た場合、それ

ぞれの笑いの話術はどんな特徴があるかを、梁 (2003)

は、歴史的源流、表現の構造、笑いの言葉を通して分

析を試みた。特に、笑いを誘い出す手段・方法を対象

に考察し、井上 (1981)による漫才の分類を軸にし、「洒
落」、「悪態」、「ホラ」、「脱線」、「混線」、「へりくつ」、「真

似」、「狡猾」という八種類を｢相声｣、｢ユーモアストー

リー｣と対比させ、またそれ以外の特徴を二つずつ挙

げた。

ところが、「漫才」にしろ、「相声」にしろ、ボケと

ツッコミが会話の形によって観客に面白おかしく感じ

させ、笑いを誘い出すのである。これまでの先行研究

を見れば、二つの傾向が見られる。一つは、笑い言葉

の表層的な構造を分類したり、内容と形式を分析した

りする研究である。もう一つは、グライス (1975)の協
調の原理や関連性理論で笑いの背後に潜めている「笑

いを誘い出せる」理由を論じる研究である。

しかし、認知言語学では、日本語は聞き手責任の言

語、と言われる。つまり、送り手の意味が「おかし

み」であっても、聞き手次第で、それが「おかしみ」

にも「皮肉」にも、「普通の話」にもなりうるのであ

る。従来の「おかしみ」や「笑い」の研究では、送

り手の論理だけで、話し手責任の言語である英語に

基づいた語用論では研究には不足な点があるといわ

ざるをえない。そこで、語用論と認知言語学の接点か

ら分析することが必要となってくる。さらに、語用

論理論にしろ、認知言語学の理論にしろ、西洋から提

示し始めた理論なので、果たして東洋の言語学にも

適しているかどうか、また日中だけにおける「笑い」

の生成過程にはそれぞれどのような違いが観察され

るかということを本研究を通して究明しようとする。 
　従来の研究では、意味上、ポライトネス、発話行為

理論、関連性理論、レトリックなど語用論的に「笑い」

について分析されてきたが、そもそも、観客が笑わな

いと、「笑い」や「ユーモア」ではなくなり、言い換

えれば、聞き手が送り手の語っている意味を期待され

る通りに「オチ」の内容を受け取らないといけない。

本研究は、、第三者 (観客 )が頭の中で笑いに対する生
成過程を解明するために、Fauconnier (1997)が提示し
たブレンド理論（Conceptual Blending Theory）に基づ
き、関連性理論を取り入れながら、認知主体の認知ス

キーマを描く。これにより笑いの深層的な構造、及び

日中における「笑い」に関する認知言語学的な特徴の

違いを明らかにする。
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